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講評

出題の意図
基本的な英語の知識を確認します。高等学校で英語をしっかり学

習していれば十分対応できると思います。読解については、文の展
開を正確に読み取る力が必要になってきます。段落ごとに論旨をつ
かみながら読む、最後に全体の主題を把握する、読解問題ではこの
ことをしっかり意識して読んでいきましょう。会話文は、ただ会話
の内容を考えるだけではなく、話している人たちの立場やその会話
が行われている場面・状況までもしっかり把握することが必要です。

会話文特有の表現も使いこなせるようにしてください。
次の①～④の項目について、さまざまな形式で出題します。

①長文読解総合（文脈ごとの内容把握など）
②文法・語彙・語法
③対話文（対話文完成）
④英語表現（語句整序）

出題内容・解説
11月25日（午前）
Ⅰ・問2・（Ｂ） 本 文 中 の 下 線 部 は Still（そ れ で も）、

Nevertheless（それでもなお）は同じ意味になります。
Ⅱ・問1・（7） look + 形容詞で「～のように見える」という表

現になるので、①lookを入れると、look so happy「とても幸
せそうに見える」となり、文意に合います。

Ⅱ・問1・（8） exciteは「わくわくさせる」という他動詞なの
で、主語がわくわくする場合は be excited「わくわくさせら
れる」というように受身形にする必要があります。

Ⅱ・問1・（9） be busy ～ing「～していて忙しい」という表現
が使われています。

Ⅱ・問1・（12） 正しい関係代名詞を選ぶ問題です。先行詞にあ
たるのは Atamiなので、物が先行詞の場合に使う主格の関係
代名詞 whichが正解です。さらに、その後に動詞が見当たら
ないので、動詞をつける必要があり、③の which isが正解と
なります。Atami「熱海」は場所であるという理由だけで、
単純に関係副詞 whereを選ばないようにしましょう。

Ⅱ・問2・（1） 丸カッコとなっている Judyの言葉に続いて、
Rieが Guess which ones after you eat them.「食べた後で
どれかを当ててみて」と言っているので、③のWhich did
you cook?「あなたはどの料理を作ったの？」が正解となりま
す。

11月26日（午前）
Ⅰ・問1・（ア） how S + Vで「ＳがＶするやり方」という表現

になります。（ア）に③howを入れると、Laughter changes
how you feel.「笑いはあなたの気分を変えてくれます」とな
り。文脈に合う内容となります。

Ⅰ・問4 下線部（3）は「心から笑うために必要なものは、他

人が笑っているのを聞くことだけです」という文で、正解と
なる②は「心から笑うためには、他人が笑っているのを聞き
さえすればよい」という文で、両者は同じ意味になります。

Ⅱ・問1・（2） used to + 動詞の原形で「かつて～していた」
という表現になります。

Ⅱ・問1・（7） how about ～ingで「～しませんか？」、および
go shopping「買い物に行く」が分かっていると正解が分かり
ます。

Ⅱ・問1・（12） make sure（that）S + Vで「間違いなくＳが
Ｖするようにさせる」という表現になります。

Ⅱ・問3・（1） There was little food left on the table.「テー
ブルの上にはほとんど食べ物が残っていなかった」となりま
す。

11月27日（午前）
Ⅰ・問1・（イ） be turned intoで「～に変えられる」という表

現となるので、④intoを入れると、「地下鉄の駅の階段がピア
ノに変えられた」となり、前後の文脈に合う内容となります。

Ⅰ・問2・（Ａ） 下線部（Ａ）は To sum up「要約すれば」で、
①In short「要するに」と同じ意味です。

Ⅰ・問2・（Ｂ） 下線部（Ｂ）は Given「～を考慮すると」で、
③Considering「～を考えると」と同じ意味です。

Ⅱ・問1・（6） ④stand「耐える」を入れると、「今年の夏の暑
さには耐えられない。暑すぎる」となり文意に合います。

Ⅱ・問1・（7） around the corner「角を曲がったところに、す
ぐ近くに」という表現が使われています。

Ⅱ・問1・（9） help + 動詞の原形「～するのを助ける」という
文法が分かっていたら、原形動詞の①decideが正解だと分か
ります。

学習のポイント・アドバイス
英語で書かれた文章を見ながら、その音声を聞き、それにかぶせ

るように発音するシャドーイングという学習方法がおすすめです。
言語は音声と切り離せるものではありません。ところが日本人学習
者には、英語学習をする際に、声に出して読むというトレーニング

が欠けています。文法や語彙の知識も大切ですが、正しい発音で音
読するトレーニングをすることにより、より速くより正確に英語の
文章を読むことができるようになります。声に出して読むという学
習を大切にして下さい。

講評・解答例 学校推薦型選抜（公募制）英語
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解答例（学校推薦型選抜（公募制）・英語）
11月25日午前 11月25日午後 11月26日午前 11月26日午後 11月27日午前 11月27日午後

基礎能力試験1 基礎能力試験2 基礎能力試験3 基礎能力試験4 基礎能力試験5 基礎能力試験6

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
ア ④ ア ③ ア ② ア ② ア ③ ア ③ ア ① ア ④ ア ③ ア ③ ア ② ア ③
イ ② イ ④ イ ③ イ ④ イ ② イ ② イ ④ イ ① イ ④ イ ④ イ ④ イ ③
ウ ③ ウ ② ウ ① ウ ① ウ ④ ウ ② ウ ② ウ ③ ウ ② ウ ③ ウ ① ウ ③
エ ③ エ ③ エ ④ エ ③ エ ② エ ① エ ④ エ ② エ ① エ ② エ ④ エ ①
オ ④ オ ③ オ ② オ ② オ ① オ ① オ ③ オ ③ オ ③ オ ③ オ ③ オ ②
カ ④ カ ① カ ③ カ ② カ ③ カ ② カ ④ カ ④ カ ② カ ④ カ ① カ ④
キ ③ キ ① キ ④ キ ④ キ ② キ ① キ ② キ ② キ ① キ ② キ ① キ ②
ク ① ク ④ ク ① ク ① ク ④ ク ② ク ① ク ② ク ② ク ③ ク ② ク ①
ケ ② ケ ② ケ ② ケ ② ケ ② ケ ② ケ ② ケ ④ ケ ③ ケ ① ケ ④ ケ ③
コ ③ コ ③ コ ② コ ③ コ ③ コ ④ コ ③ コ ③ コ ① コ ④ コ ② コ ②
サ ③ サ ① サ ③ サ ① サ ② サ ③ サ ① サ ① サ ④ サ ③ サ ③ サ ④
シ ② シ ③ シ ① シ ④ シ ④ シ ② シ ① シ ① シ ② シ ③ シ ① シ ①

ス ③ ス ② ス ③ ス ④ ス ③ ス ①
セ ③ セ ① セ ① セ ② セ ① セ ④
ソ ② ソ ① ソ ④ ソ ③ ソ ④ ソ ①
タ ③ タ ④ タ ① タ ④ タ ② タ ③
チ ③ チ ④ チ ② チ ③ チ ⑤ チ ①
ツ ② ツ ⑤ ツ ③ ツ ① ツ ④ ツ ④
テ ③ テ ⑤ テ ③ テ ② テ ⑤ テ ③
ト ① ト ① ト ① ト ⑤ ト ④ ト ②
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講評

出題の意図
高等学校で学習した内容を正しく理解できているかどうか、さら

にそれらを活用できるかどうかを確認します。出題範囲の各単元か
ら幅広く、基礎的な問題と応用力が必要な問題を出題します。さま
ざまな定理や公式を確実に理解するとともに、意味や考え方を大切
にし、それらを適切に使えるように練習を十分に積んでおいて下さ
い。また、題意を正確に把握する力と確かな計算力も求められます。
出題範囲は、数学Ⅰ、数学Ａ（「数学と人間の活動」を除く）と

し、主に、以下の内容を確認する問いを出題します。
①さまざまな定理や公式の理解
②問題に対して定理や公式を適用する力
③題意を把握し、問題を整理する力
④確かな計算力
解答方法は、選択肢から答えを選ぶものではなく、解答欄の形式

に合わせて数字や記号を当てはめていく方法です。

出題内容・解説
全体に渡って標準的な問題が出題されました。単元ごとにふりか

えりますので、今後の学習の参考にして下さい：
（1）「数と式」
分母の有理化等、基本的な式変形の理解を問う問題では、正答率

が高い結果となりました。ただし、平方根の意味を考える問題では、
正答率がやや低い結果となりました。また、絶対値を含む問題や、
平方根の値の整数、小数部分をどのように扱うかをみる問題では、
正答率が低くなる傾向がありました。
（2）「集合と命題」
必要条件や十分条件の理解を問う問題では、正答率がやや低い結

果となりました。また、集合の包含関係の理解をみる問題も、正答
率がやや低い結果となりました。これらに共通していることとして、
不等式の意味理解が十分でないことが考えられます。
（3）「2次関数」
2次関数のグラフの頂点や軸について、また、2次関数のグラフ

の平行移動に関する理解を問う問題は、正答率が高い結果となりま
した。ただし、問題に、文字変数が含まれる場合の、2次関数の最
大値や最小値を求めるものや、2次方程式の解の配置についての理

解を問うものでは、正答率がやや低い結果となりました。
（4）「図形と計量」「図形の性質」
この単元の問題は、全ての日程で出題されました。三角形や円に

関する基礎的な理解をみる問題は、概ね、正答率が高い結果となり
ました。ただし、題意を正しく読み取り、定理などを活用しながら
解いていく複合的な問題では、正答率が低くなる傾向にあります。
また、大問の最後の問題は、正答率が極端に低い結果となりました。
（5）「場合の数と確率」
場合の数、確率ともに、基本的な理解を問う問題では、正答率が

高い結果となりました。その一方で、条件を的確に読み取り、場合
分けをして解く複合的な問題や、条件付き確率を求める問題では正
答率がやや低い結果となりました。また、期待値を求める問題では、
正答率が低い結果となりました。
（6）「データの分析」
基本的な統計量を求める問題について、また、データから定性

的・定量的な情報を読み取る問題においても、正答率が高い結果と
なりました。

学習のポイント・アドバイス
各単元における基礎的な問題を解くことができることはもちろん、

単元をまたぐ複合的な問題にも対処できる力が必要です。公式や解
法パターンの暗記にとどまらないように、意味や考え方を大切にし
て下さい。また、問題場面から条件を整理して、公式や定理などを

適切に用いて解決できるような力をつけて下さい。図形の問題では、
様々な観点から図形を捉える多角的な見方が必要になりますので、
日頃からしっかりと練習問題に取り組んでおいて下さい。さらに、
問題を最後まで解ききる確かな計算力もつけておいて下さい。

講評・解答例 学校推薦型選抜（公募制）数学
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解答例（学校推薦型選抜（公募制）・数学）
11月25日午前 11月25日午後 11月26日午前 11月26日午後 11月27日午前 11月27日午後

基礎能力試験1 基礎能力試験2 基礎能力試験3 基礎能力試験4 基礎能力試験5 基礎能力試験6

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
ア 7 ア 2 ア 2 ア 1 ア 1 ア 1 ア 2 ア 1 ア 2 ア 2 ア 1 ア 1
イ 4 イ 5 イ 1 イ 3 イ 4 イ 3 イ 2 イ 2 イ 6 イ 5 イ 3 イ 9
ウ 2 ウ 0 ウ 3 ウ 5 ウ 0 ウ 1 ウ 2 ウ 0 ウ 5 ウ 5 ウ 7 ウ 4
エ 1 エ － エ 2 エ 1 エ 4 エ 2 エ 2 エ 2 エ 3 エ 1 エ 8 エ 9
オ 2 オ 3 オ － オ 9 オ 1 オ 1 オ 6 オ 7 オ 5 オ 0 オ 2 オ 7
カ 3 カ 2 カ 2 カ 0 カ 0 カ 1 カ 4 カ 2 カ 3 カ 1 カ 7 カ 2
キ 3 キ 2 キ 7 キ 2 キ 8 キ 5 キ 2 キ 2 キ 1 キ 0 キ 1 キ 7
ク 5 ク 4 ク 3 ク 1 ク 5 ク 1 ク 2 ク 1 ク 4 ク 2 ク 3 ク 1
ケ － ケ － ケ 7 ケ 0 ケ 2 ケ 1 ケ 2 ケ 3 ケ 1 ケ 2 ケ 1 ケ 9
コ 2 コ 3 コ 6 コ 3 コ － コ 8 コ 2 コ 2 コ 2 コ 2 コ 3 コ 2
サ 1 サ 3 サ 0 サ 2 サ 9 サ 2 サ 9 サ 7 サ 8 サ 4 サ 3 サ 7
シ 2 シ － シ 3 シ 3 シ 2 シ 3 シ 3 シ 2 シ － シ 2 シ 3 シ 4
ス 0 ス 1 ス 6 ス 1 ス 1 ス 9 ス 2 ス 7 ス 2 ス 1 ス 2 ス 2
セ 2 セ 0 セ 0 セ 0 セ 4 セ 0 セ 5 セ 1 セ 4 セ 2 セ 8 セ 7
ソ 5 ソ 2 ソ 9 ソ 6 ソ 4 ソ 1 ソ 3 ソ 4 ソ 4 ソ 1 ソ 3 ソ 1
タ 1 タ 2 タ 0 タ 1 タ 2 タ 1 タ 1 タ 3 タ － タ 1 タ 1 タ 6
チ 3 チ 3 チ 1 チ 6 チ 5 チ 2 チ 8 チ 2 チ 1 チ 2 チ 3 チ 8
ツ 1 ツ 4 ツ 5 ツ 5 ツ 6 ツ 0 ツ 4 ツ 1 ツ 7 ツ 3 ツ 7 ツ 1
テ 1 テ 1 テ 7 テ 3 テ 2 テ 5 テ 6 テ 3 テ 8 テ 7 テ 1
ト 3 ト 2 ト 2 ト 2 ト 3 ト 3 ト 1 ト 7 ト － ト 9 ト 8
ナ 5 ナ 3 ナ 9 ナ 4 ナ 3 ナ 3 ナ 9 ナ 2 ナ 2 ナ 2
ニ 4 ニ 1 ニ 1 ニ 5 ニ 4 ニ 1 ニ 5 ニ 2
ヌ 3 ヌ 2 ヌ 8 ヌ 3 ヌ 2 ヌ 1 ヌ 9 ヌ 4
ネ 1 ネ 3 ネ 6 ネ 1 ネ 0 ネ 2 ネ 3
ノ 3 ノ 1 ノ 1 ノ 4 ノ 2 ノ 3
ハ 5 ハ 2 ハ 6 ハ 3 ハ 1 ハ 1
ヒ 2 ヒ 2 ヒ 3 ヒ 4 ヒ 9

フ 2 フ 2 フ 8
ヘ 3 ヘ 3 ヘ 1
ホ 2



6

講評

出題の意図
国語では、基礎的な知識が身についているかどうかを確認します

ので、日ごろの学習を着実に積み重ねておけばよいでしょう。問題
Ⅰは、近代以降の文章（現代文）による出題で、文章の論理展開を
丁寧に読み取る力を確認します。
問題Ⅱでは、語句に関する知識と短文（現代文）の読解問題を出

題しますので、基礎的な事項をしっかりと身につけておいてくださ
い。
主に以下のような知識や読解力を求める問いを出題します。

①【漢字の知識】常用漢字（一部常用外）の書き取り・読み
②【語句の知識】故事成語、四字熟語、慣用表現、ことわざ、語句
の意味など

③【文脈を読み取る力】指示内容、接続語、文中の言い換え、内容、
理由などの理解

④【広く文脈を読み取る力】表現の特徴、論理展開、筆者の主張や
内容、趣旨合致など、文章全体の理解

出題内容・解説
「基礎能力」とはいっても、抽象的な内容をあつかった、論理的
な文章を読解する能力は必要です。ふだんから論理的な文章をじっ
くりと読む習慣を身につけましょう。文と文との相互の関係は、ど
うなっているのか？順接なのか、逆接なのか、たんに列記されてい
るだけなのか。内容はもちろんですが、論理的な関係にも着目して
読むように心がけてください。
漢字や熟語、慣用句の知識も大切です。これは急に身に着けるこ

とはできませんから、毎日の学習がものをいいます。
「11月25日午前」Ⅱ――問一で出題されたｂ「交渉がナンジュ
ウする」の傍線部に当てはまる漢字を含むものを選ぶ問題で、正解
の②「兄はジュウメンを作った」を選べた人は2割以下に過ぎませ
んでした。四割以上の人が⑤「決勝戦でクジュウを嘗める」を選ん
でいました。「ナンジュウ」は、「難渋」で、うまくいかないさまを
現わします。「ジュウメン」は、「渋面」で、不愉快な顔つきを言い
ます。「クジュウ」そのものは「苦汁」、「苦渋」の両方の漢字があ
りえますが、「嘗める」という語をともない、苦い汁を嘗めるとい
うもとの意味から転じて、つらい経験をするという意味の慣用句の
場合、「苦汁」としか表記しません。ですから、⑤は正答にならな
いのです。
「11月25日午前」Ⅱ――問四で出題されたｃ「忠言□に逆らう」
の空欄に体の一部や動物を表す漢字一字を入れてできる慣用句の意
味を問う問題で、正解の③「忠告の言葉は聞く者には耳が痛い」を
選ぶことのできた人は二割以下に過ぎませんでした。空欄には
「耳」が入り、正当のような意味になるのですが、四割以上の人が
①「忠誠を誓ったのに即座に裏切ってしまう」を、三割近くの人が
④「言葉だけが立派で少しも誠意を感じない」を選んでいました。
「忠言耳に逆らう」は、よく使う慣用句なので知っておいてほしい

ものです。
「11月26日午前」Ⅱ――問三で出題されたｂ「縁は□なもの味
なもの」の空欄を同じ漢字があてはまる四字熟語を選ぶ問題でも、
正解の⑦「同工□曲」を選ぶことができた人も二割以下で、三割以
上の人が②「無□徒食」を選んでいました。男と女はいつどんな風
に結ばれるか予測できないという「縁は異なもの味なもの」という
ことわざは、耳で聞いたことはあるのかもしれませんが、意味や表
記をはっきり把握していない人が多かったのかもしれません。見た
目はちがっているようでも、中身は大差ないという意味の「同工異
曲」を選べた人は、「縁は異なもの」という表記を知っていたと思
いますが、「無為徒食」を選んでしまった人は、「縁はイなもの」と
いう音だけを覚えていて、意味や表記を把握していなかったものと
思われます。
よく使われる慣用表現にも注意してください。ふだん耳にする表

現も、きちんと辞書を引いて、正確な知識を身につけることが必要
です。
最近はネットで会話をすることが多くなってきました。ネットを

使って物を書くとき、書く人は、それを使っていることを意識して
物を書くようです。ですから、くだけた話し言葉に偏った表現にな
りがちで、語彙も、新聞や書物で使われる語彙とは違ってしまいま
す。
ふだんの会話の中では、少しくらいまちがった表現を使っても、

何となく通じます。しかし、正式な場では、文章を正確に読み書き
できるようなることが大切です。だいたいの感じであやふやに言葉
を使うのではなく、辞書で意味をきちんと調べて、しっかりとした
知識を身につけておくことが必要です。

学習のポイント・アドバイス
基礎的な知識の確認ですので、ふだんの学習を積み重ねていけば

よいと思いますが、とくに論理的な文章を読みこなすことができる
ように、読書の習慣をつけましょう。
第1問は、近代以降の論理的な文章の出題です。文章の論理的な

展開をきちんと読み取ることができるかどうかを見る出題ですが、
問題文があつかっている内容は、現代社会にかんするものが多いの
で、ふだんから新聞の社説や論説や新書の類を読んで、一般的な知
識を身につけておいた方が内容を理解しやすいと思います。そうし
たうえで、過去の入試問題を分析して、問題文のどこに解答の根拠
となる表現があるのかを考えましょう。

また、漢字の読み書き、語句の意味、慣用句、故事成語など、基
礎的な知識についても、ふだんの学習で、辞書や国語便覧を活用し
て、こまめに確認するように心がけてください。
とくにふだんから文章を書く練習をすることをおすすめします。

前にも述べたように、会話の中では少しくらい不正確な言い方をし
ても、通じてしまいます。ですから、話しているだけでは、正確な
表現力はなかなか身につかないのです。文章を正確に書こうとする
と、自分の書いた文章が何を著しているのか反省する習慣が付きま
すから、自然と国語の力がつくようになります。

講評・解答例 学校推薦型選抜（公募制）国語
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解答例（学校推薦型選抜（公募制）・国語）
11月25日午前 11月25日午後 11月26日午前 11月26日午後 11月27日午前 11月27日午後

基礎能力試験1 基礎能力試験2 基礎能力試験3 基礎能力試験4 基礎能力試験5 基礎能力試験6

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
ア ② ア ③ ア ③ ア ② ア ② ア ④ ア ⑤ ア ③ ア ② ア ② ア ③ ア ③
イ ④ イ ② イ ③ イ ③ イ ④ イ ④ イ ① イ ⑤ イ ③ イ ① イ ① イ ②
ウ ② ウ ④ ウ ④ ウ ⑤ ウ ③ ウ ② ウ ③ ウ ② ウ ⑤ ウ ② ウ ④ ウ ③
エ ⑤ エ ① エ ⑤ エ ③ エ ⑤ エ ① エ ④ エ ③ エ ③ エ ④ エ ④ エ ④
オ ④ オ ② オ ④ オ ① オ ③ オ ② オ ③ オ ① オ ③ オ ② オ ③ オ ①
カ ④ カ ① カ ② カ ④ カ ④ カ ③ カ ③ カ ⑤ カ ③ カ ③ カ ② カ ②
キ ① キ ⑤ キ ④ キ ① キ ③ キ ① キ ② キ ④ キ ① キ ⑤ キ ④ キ ③
ク ② ク ⑤ ク ③ ク ⑤ ク ② ク ② ク ④ ク ② ク ② ク ② ク ③ ク ①
ケ ③ ケ ③ ケ ① ケ ③ ケ ④ ケ ③ ケ ③ ケ ③ ケ ④ ケ ⑤ ケ ① ケ ③
コ ④ コ ④ コ ② コ ② コ ④ コ ④ コ ① コ ① コ ② コ ③ コ ④ コ ②

サ ② サ ③ サ ⑥ サ ④ サ ④ サ ①
シ ⑦ シ ⑥ シ ⑦ シ ③ シ ⑥ シ ⑦
ス ③ ス ① ス ⑤ ス ⑥ ス ② ス ③
セ ⑤ セ ⑧ セ ④ セ ② セ ⑤ セ ②
ソ ③ ソ ④ ソ ② ソ ④ ソ ⑤ ソ ④
タ ⑤ タ ② タ ⑤ タ ② タ ④ タ ③
チ ③ チ ⑤ チ ③ チ ③ チ ② チ ①
ツ ① ツ ③ ツ ④ ツ ③ ツ ② ツ ③


